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チリ南部の氷河湖を訪ねて

小村幸二郎(鉱床部)
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真夏の南米への旅とはいえ南緯47度付近となると

かなり寒い･大型のトランクは今にも張り裂けそうだ

が大部分が防寒用の衣類恋ので見た目よりは軽い.

離陸後1時間ばかりして夕食が配られた.満席の

客に食事を運ぶスチュワｰデスを見ていると時折疲

れが顔ににじみでていることカミあるだけに気の毒に思

うことがある.ステｰキ･サラダ･ざるそば･ロｰル

パン･マロンクリｰム･コｰヒｰの夕食は1ユ,350mの

上室で一がけらも残らず胃袋に細ったカミ昼食後10時

間ばかり過ぎている故かこれでもまだ胃袋には隙間

があるらしい.だが食後に運ばれてゆく膳には殆

んど食べ残されたものがあることから察すると既に夕

食を済ませたか緊張の余り食欲のなかった人カミかなり多

いらしい.

初めて訪ずれる南緯47度付近のチリそこには南米第

2の面積をもつ巨大淀ヘネラル･カレラ湖カミありその

困りには雪と氷に閉されたアンデスの峰が連なってい

るという.チリの気候･風土は南緯30度以北の北部

と30～40度の中部と40度以南の南部では全く異なり

大部分が寒冷気候区に含まれる南部は開発カミ最も遅れて

いるいわぱ過疎地域である｡北部に延々と続く大砂漢

地帯は世界でも屈指の乾燥地帯として知られ比較的

温暖な地中海式気候に恵まれた中部では人口が密集して

農業･牧畜が盛んに行われ南部は北部や中部よりは

はるかに水と植生に恵まれてはいるものの交通網の乏

しさと寒さとで定住する人は少なく南へ向ってこの傾

向は一層強くだる.

氷河湖ヘネラル･カレラを訪れる人は少ないがその

周辺にはチリが渇望する鉛･亜鉛鉱床カミ分布する.

ロサンゼルスからサンチャゴヘ

摂氏23度の午後3時ロザンゼノレスのホテルは静ま

り返っていた｡チェックインの時刻にはまだ間がある

からだろうがフロントでは愛想よく鍵を渡してくれ

た･旅装を解き機内で読み終えた原稿を郵送するた

めに出掛けようとしたものの喉が渇いているのに気カミ

ついて一瞬思いとどまった.わざわざ喫茶室ま

で行くのも面倒だし我慢できないほど渇いてもいない

カミ水道の水をがぶ飲みしてから廊下へ出た.その途

端に向い側のドアが開き中年の日本紳士が姿を現わ

した.将に天の助けか全く遇然に出会ったその紳士

はこの目の夕方の飛行機で日本へ帰る旧知のN杜の

W氏であった.そして日本から太平洋を越えてアメ

リカヘ渡った原稿はW氏の御好意でその目の内にア

メリカから日本へ戻ることになっ.た･何故突然に

喉の渇きを覚えたのか全く分らない.もし部屋で水

を飲まなかったならばW氏に会うこはなかったろう.

チャンスは思いがけなく遠い異国の地でも訪れるも

のらしい.

まぶしい光の中をダウンタウンヘ歩いてみた.日

本からの観光客が多いはずだカミ殆んど見かけないのは

ディズニｰランドやサンタモニカの海岸で遊んでいるか

らだろうか･林立する高層ビル軒を連ねる商店街の

賑わいロザンゼルスカミこれほど発展すると誰が予測し

ただろうか.コロンブスかユ492年にアメリカ大陸を発

見して289年の後ダウンタウンの一隅にあるオルベラ

街でロサンゼルス最初の商業地カミ誕生した.その基

礎を築いたのはもとはといえばわずか50人ばかりの

メキシコ系移民である.それから後ロサンゼルスは

年間降雨量369mm1月の平均気温摂氏12.8度8月

の平均気温22-7度という温暖な地中海式気候と降りそ

そぐ光を背景に発展の一途を辿りアメリカ第三の都

会そして市域面積第1位の都会に成長した･｢天使

達(ロス'アゾジエルス)｣というこの大都会の名の由来を

知る由もないカミ豊かな自然を意味しているようにも思

えるし昔の面影を今もとどめているオルベラ街で働ら

くメキシコ系の人々を見ていると貧しくそして名もな

い50人余りの移民のひたむきな姿に捧げられた名のよう

にも思えてくる.

映画の都ハリウッドは心なしさびれているように静ま

り谷間に造られた座席数2万の野外劇場ノ･リウッド･

ボウルに人影は底いカミ有名スタｰの手形や靴跡がくっ

きりとつけられている広場があるグロｰマンス･チャイ

ニｰズ･シアタｰ付近には若人力堆れていた･深い緑

の中に豪壮な邸宅カミひっそりと建っている.世界�
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に名を知られた名優たちの住居区として有名なビバリｰ

ヒルズだか映画の斜陽化につれて一人又一人この

土地を離れて行ったらしい･チンセット･ストリｰト

を行き交う車も多くはない.

午後6時20分発のサンチャゴ行の搭乗まで小一時間

ある.混んでいる待合室で雑誌に読み耽っている時

着い女性に片言の日本語で話しかけられた.この待

合室にはこのような女性が数人居り日本人を見ると

必らずと言ってよいほど話しかけてくる.目的は宗教

関係の本を売りづけることで彼女達の話は例外なく

｢私は日本のK大学に留学し…｣で始まる.もう何度

聞かされたことか.最初は一方的に聞き2回目は中

東で普通に使われている言葉で23度合槌を3回目

はアフリカでも限られた地域でしか通用しない言葉で煙

に巻きそれから後は全く無視することにしている.

せっかく良い客を捕えたと思っていたに違いない彼女は

ユ0秒とたたないうちに諦めた.どうやら若い日本

人の男にねらいをつげたらしい.きっとこき使われる

など思いながら2人に目を向けた.安の足その男

はコインロッカｰに入っていたぶ厚い20冊ばかりの本

を持たされて1階の方へ降りて行った.日本人の

男は外国人に劣らず女性に親切らしい.

機内は満席であった･南米へ帰るらしい客の多くは

窮屈そうに座席に納まっている.特に身体が大きい

わげではなく足元に隙間なく置いた荷物の故だ.穀

れるような物ではなさそうだが預けるのは心配なのだ

ろうか.

大柄のスチュワｰデスがr肉がいいか魚がいいか｣

と一人一人に聞いて回った｡隣席の客は肉と返事し

負なら美味しいサｰモンに違いたいと予想して魚を所望

した.やがて運ばれてきた夕食の膳には予想に遣わ

ず実に美味しい大きなサｰモンの切身カミ乗っていた.

隣席の客はr硬い肉だ｣とぶつぶつ言い狂がらもき

れいに食べてしまった.もしかするとこの客はア

ルゼンチン人かもしれない.たて続けに上映される2

本の映画を見たがらいつの間にか眠りに落ちた.

午前2時50分アンデスの峰を染めて太陽が昇った.

乗客は目覚め機内は騒がしくなった.自然の美しさ

に接した時どんな人でも一様に感嘆するものらしい.

だが名だたるアコンカグアもこれに連なる峰も旅人

の心を知らぬ気に足早に遠ざかっていってしまった.

ロサンゼルスからユO時間20分サンチャゴ到着は現地時

間の午前9時40分である.

目サンゼルスのグ目一マソズ･チャイニｰズ･ツァタｰ

前にあるマリリン･モンロｰの手形と靴跡

サンチャゴ

海抜およそ500mに位置する南米第四の都会サンチャ

ゴはアンデスの高い峰を背にし美しい花が咲き乱れ

る心和む大都会である.だカミｰ方1810年に独立した

隣国アルゼンティンの革命家として知られるサンマルチ

ンに支援され1818年にスペインの統治から独立して以

来160年余を経た今道行く人の多くがスペイン系の白

人とメステイソと呼ばれるスペイン人とインディオとの

混血であるという厳粛な事実に接する時植民政策の根

深さを感じずにはいられない.様々な店が軒を連ねる

ウエルフアノス通りとアグステイナス通りの賑わいをよ

そに自由広場と憲法広場に挾まれて建つネモダ宮殿は

植民地時代からの歴史の重みを支えて静かに建ってい

る.行政の中枢の一つでもあるこの宮殿の内部では

内政と外交を中心に活発な動きが一刻も休まず繰り広

げられているはずだがそうした動きが余り感じられ狂

いのは激動の歴史の流れに耐えてきたこの建物の重厚

なたたずまいの故か又は1973年9月社会主義政権の

頭首として君臨したアジェンデ大統領の自殺という血ぬ

られた出来事を秘めている故だろうか.

市の中心部を走る幅100mのアラメダ(ベルナルド･オイ

ギンス)通りは深い緑を割って東西方向に走ってい

る･点々と建つ記念像芝生に憩う人ぴったりと寄

り沿う若者達ゆっくりと歩く老人緑地帯で見かける

風景カミここでも展開されている.湿度の低い高原だ

けに陽射しが相当に強くても木蔭に入ると爽やかで

ある.それにしても乾燥しきった北部に比べてこ

の豊かな緑はどうだ.延長およそ4,200k㎜平均176

kmの幅をもつ狭長なこの国の気候風土に著るしい地域

性があることや立ちはだかるアンデス山脈が著るしい

気候の変化をもたらす要因となっていることは容易に推�
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測できる･しかし南米と聞いてアンデス山脈と海

岸山脈との間の海抜1,O00～2,500mに拡がる大扇状地

が乾燥しきってタラパカ砂漠とこれに続くアタカマ砂漢

になっていることやペルｰとの国境に近いイキｰケか

らアントファガスタ付近までの年間降水量が僅か1～4

皿mであることをどれほどの人が容易に想像するだろう

か･チリで最も有名なリゾｰトとして知られるイキｰ

ケはすぐ近くに迫る海岸山脈の断崖と広々とした白砂

の渓とで美しい風景を誇っている.天の恵みの水は

全く期待できない.だが背後に大珍漢を控えてい狂

がら年平均気温は摂氏18度一番暑い1月の平均気温

は摂氏2ユ度に過ぎない.世界で最も乾燥しているとい

われる大砂漠の間近にありながら一体何故このよう

に気温が低いのだろうか.その秘密は海岸を流れる

冷たいフンボルト海流の存在である･美しく凌きやす

いイキｰケと灼熱の大砂漠との隣接は奇妙にさえ見え

乾ききったこの砂漠には求める何物もないように思える.

しかしこの砂漠こそかつてチリ経済の基盤を支えた

硝石や塩の産地である.

アタカマ砂漠が尽きる付近から南へ向ってアンデス

山脈は次第に高度を増し一方海岸山脈は低くなって

南緯30度付近から南は地中海式気候を呈するようにな

る一そして北部では殆んど見当らたい農耕地が広ま

ってゆく.人々の憩いの場となる公園の広女とした森

や咲き競う花に包まれたサンチャゴの自然美はこの温

暖な気候の恵みである.アラメダ通りが尽きて間もな

く真新しいホテルが視界に入った･広大な敷地をもつ

このホテルのプｰルでは多くの美女が水にたわむれて

いた.だがこの旅の目的地では自然の巨大荏爪跡

と美くしさとを否応なしに見せつけられそしてそ

こに生きる人々の厳しい生活にふれこそすれ肌のあら

わな美女を見ることはない･南緯およそ47度チリと

イキｰケ南東方のタラパカ砂漠に点在する硝石の採掘跡と工場

チリ北部の海抜2,500m付近の扇状地と海岸山脈(右側の山)

アルゼンティンとにまたカミる南米第2の面積をもつ巨大

なヘネラル･カレラ(ブエノスアイレス)湖への出発は刻

一刻と迫ってくる.

ヘネラル･カレラ湖ヘ

バルマセダ行きの飛行機は2時間半ばかり遅れて

サンチアゴを出発した.'快晴に恵まれた絶好の飛行目

和と思ったのもほんの束の間下界はどす黒い雲に遮

ぎられてよく見えない.サンチャゴの南東方120km

付近のアルゼンティンとの国境に襲える海抜5,290mの

マイポ山を過ぎるとアンデス山脈は急激に低くたり

これから南部へ向って北部とは全く異なる風景が展開

されてゆく.山は相変らず除しい.しかし山間部

にも山腹にも豊かな緑がある･南へ向うにつれて

緑は深くそして広まってゆく､南緯40度を過ぎ

て眼下は緑一色に染った.何故これほどまでに急

激に変貌するのだろうか.その原因はどうやらアン

デス山脈の存在と太平洋岸の潮の流れにあるらしい･

酉鳳によってオｰストラリアの南方を東へ流れる寒

流(西風海流)は南米大陸の南端部で太平洋岸を北上

するフンボノレト海流と太西洋へ流れるオｰクランド海

流とに分かれる.一目6～12海里の速度で北上するフ

ンボルト海流は南回帰線付近から北酉方へ方向を変え

て次第に南米大流から離れ沿岸流は赤道沿いに最も

外(西)側の流れは南緯20度線にほぼ沿って酉へ流れ

去ってゆく.又南へ向って山は低くなってはゆくが

気温は次第に下ってゆく.南緯40度以南の南米の太平

洋岸がアフリカ北西部の沿岸地帯やクリル列島の南側

と同様に名だたる海霧の発生地となっているのはこ

うした自然現象と西風を遮ぎるアンデス山脈とによる

のであろう.因みに南緯40度以南のいわゆるチリ南

部地域は水と緑に恵まれてはいるものの土壌分布か

らみればツンドラ土地域に植物分布からみれば高山植�
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物地域に含まれ農耕には道さたい.

空席が目立つ機内で昼食が配られた･ワインに始ま

り米飯･チキン･サラダ･桃･コｰヒｰ･コカコｰラ

と続く昼食は結構いける.南米を旅していると1時

間余りの国内線でもシャンパン･ワイン･ウイスキｰ

ビｰフステｰキなどの機内食を出すフライトもあるの

で昼食がワインに始まるからといってこの程度の食

事は驚くに値しない･もっとも世界でも大国の一つ

と見傲されている日本の国内線で始発便に乗ろうが最

終便に乗ろうがまるで辻棲を合せたようにジュｰ

スかスｰプｰ杯にクラッカｰ2～3枚といったサｰビス

しかしてもらっていない者から見ればこの程度の機内

食でも大変有難く思われる.最初にサｰビスされたワ

インは知人の腹に入りrお代りを貰ってよ｣とねだる

知人の頼みを素直に聞き入れて貰った2杯目も知人の

喉に流し込まれた.スチュワｰデスは2杯目が麗に

室にたっている大きめのグラスを見てr貴方の飲みっ

ぷりはこの飛行機なみですね｣と言いrいやコンゴ

ノレドなみですよ｣の返事を聞いて笑顔で3杯目をサｰ

ビスして行った一チリのお嬢さんはどうやら美人

揃いで愛矯もちらしい.そして乗客の少なくとも1

人は素直でウイットに富む人物らしい.

雲海を過ぎ快晴の空の下に広永る緑野に湖が見え

る･そして南へ行くにつれて湖の数は次第に増

えてゆく｡その多くはアンデス山脈を決る谷と同じ

く東西方向に伸びている.時折白っぽく見えるのは花

商岩であろう･そしてその岩体の間を埋める第四紀

の広大な堆積層を見下ろしてオソルノ山が美しい姿態

を見せている･雪を戴だく海抜2,660mのこの山は富

士山と全く同じ姿をしたチリの代表的な火山である.

フエルト･モンドを経てコルコバド湾を過ぎるとチ

プエルト･モンド上空から見るオソルノ山(右端)

数多くのチリの火山の中では最も美しい山である

リ北端部からここまでの単調さとは全く変って海岸線

は極めて複雑となる.内陸へ深く食い込む入江とて

も数えきれそうにない大小様々の島そして湖この自

然の造形がここから南米大陸の最南端までおよそ

1,700kmにわたって展開される様は壮大でありアンデ

ス山脈の峰々が低くなっていることと考え合せるとま

るで南米大陸が南部から徐々に太平洋に沈没してゆく姿

を髪髭させる.何故この地帯だけにこの様な現象

カミみられるのだろうか･先ず脳裏に浮かぶのはプレ

ｰトの動きとアンデス山脈に秘められた過去の出来事で

ある.

南米大陸の太平洋側にはナスカ･プレｰトと南極プ

レｰトがあり両者は北西一南東方向に延びるチリ海

溝によって境されている.東へ向って動くナスカ･プ

レｰトはペノレｰ一チリ海溝をサブダクション帯として

南アメリカ･プレｰトの下へかなり急な傾斜でもぐり

こみアンデス山脈の形成や安山岩の強烈な活動そし

て中～深発地震域を生みだしたと想定されている.

しかしこのサブダクション帯に相当する海溝はナス

カ･プレｰトと南極プレｰトと南アメリカ･プレｰトと

の接合点付近に当るチロエ島沖合から南方へは続か渋い.

又マントルに対してプレｰトが静止の状態にあったか

早い速度で動く状態にあったかを推測する方法の一つと

しておよそユ,000万年前以降に活動したと考えられる

ホットスポットの位置に目を向けてみるとチロエ島以

南の複雑な海岸線をもつ地帯北半部に2個の存在が考え

られている他には南アメリカ･プレｰトの西縁部では

知られていない･上記年代のホットスポットは世界で

122個知られているカミその34%に相当する41個がアフ

リカ･プレｰトに存在する.誰もが最も安定した状態

にあると見傲しているアフリカ大陸をもつプレｰトにホ

ットスポットが卓越することはこのプレｰトがマント

ルに対して静止の状態か又はそれに近い状態にあったこ

とを暗示しているように思われる.これを逆説的に見

ればホットスポットが存在したい地帯はかなり早い速

度で運動したと想定することができそうである.この

ように見ると激しい構造運動と火成活動に特徴づけら

れたアンデス山脈とこれに調和的に延びる地震域をもつ

北部と山は低く地震域のない南部との差異はこのホ

ットスポットの活動以前の現象とはいえ理解できそう

であり又複雑な海岸線は三つのプレｰトの境界部に

当ることとホットスポットの稀少な存在によって暗示さ

れる現象とに係わり合っているように思える.

旅の目的はアンデス山脈の形成吏を迫ることではない

が余りにも異たる眼下の景観を見つめているうちに�
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太平洋底に議くプレｰトや地球内部で高温物質を円柱状

に造り出すホットスポットに想いが及んだ.つまらな

いことのようだカミこれも地質家の習癖の一つであろう

し旅の楽しさの]つでもある

サンチャゴを発っておよそ2時間半アルゼンティン

との国境の町バルマセダに到着した･地上の気温は摂

氏24度平家建の床板を鳴らす兵隊カミ多いのも国境の町

ならではの光景である.だカミ空港付近には一軒の

家も見当らず全く殺風景な所である､空港から6珪

kmの挨っぽい砂利道を走って着いたコヒヤイケの町は

立体的で美しい

人口3万5,OOO人のこの町は青空と澄み切った空気

に恵まれて落着いた静かな町である.町はずれには

淡水魚の日本人専門家カミ常駐して淡水魚の養碓に精出

しているとのことだがいかに美しい町だとはいえそ�
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コヒヤイケの町立体的な美しい高原の町で,これから南部

への足とたるエア･タクシｰ(小型飛行機)の基地になって

いる

の苦心は並大抵ではなかろう.エアタクシｰをチャｰ

タｰして早々に現地へ向う計画は飛行場の都合でも

ろくも崩れ結局出発は6時半に延期された.人

影の余りたい中心街には商店が軒を連ねてはいるが雑

貨を商う店が多いようである.小じんまりした食堂に

入ってパンとコｰヒｰの軽食をとった･賑やかに食

事をしていた2家族の先客は見馴れぬ東洋人に興味が

あるのか時折横目で見ていた

若い操縦士に操っられて小型機は舗装されていな

い滑走路からふわりと浮き上った･そして間もなく

氷河におおわれた深い谷を通り鋭どい岩山の頂上をか

すめるようにして南へ向った･時折身を大きくゆす

るのは気流の急変によるのだろう･焼けただれたよう

な岩山も氷の谷も夕方のやわらかな陽を浴びて美く

しく光っている.余り高くもない峰の連なりだカミや

はりその姿態にはアンデス山脈の厳しさが彫りこまれ

ているようである.40分足らずの飛行の後ヘネラ

ル･カレラ湖北岸に位置するサンチェスの滑走路に安着

した.湖面はおだやかに波立ち寒さも余り感じられ

ない午後7時15分陽はまだ高い

ヘネラル･カレラ湖畔

旅装を解いて間もたく宿舎近くの草原で歓迎の夕

食が始まった.午後8時半を回っているのにまだ明

るい陽射しを浴びて枯れ草は金色に光っている.鉄

串に刺された羊は勢よく燃える薪の炎にこんがりと焼

かれて脂をしたたらせている.羊の丸焼厳しい自

然の強大なカになぶられるままに時を重ねてきたこの壮

大な景観の中ではもっとも似つかわしい料理かもしれ

ない･久しぶりに会った顔見知りとの盛大な夕食も

9時半過ぎの日没を迎えて終りを告げた･骨を刺す

ように深々と更けてゆくヘネラル･カレラ湖畔の夜凍

てつくような空に光り輝く無数の星の灘の中に南十字

星か一きわ美しくクロスを画いている

延長およそ150km幅3～20km(平均10km)のヘネ

ラノレ･カレラ湖はティティカカ湖に次いで南米第2の

面積をもちチリとアノレゼンティンとにまたがっている

巨大な氷河湖である･湖畔に延々と続く平均便斜40度

の断崖無気味校までに静まり返っているかと思えば

突如として白い牙をむき出して荒れ狂う湖面に150

にも及ぶ氷河が轟音と共に崩れ落ちる蓬か彼方には白

銀におおわれた光り輝やく峰の連なりがある.湖畔の

目もくらむよう抵断崖にくっきりと膨み込まれた氷河の

掻痕はアルゼンティン側からチリ側へ向って氷河が

流れたことを物語っている.目には見えぬほどの水滴

コヒヤイケからヘネラル･カレラ湖へ向う途中の山岳ぐ潰鶴･

この付近には古生代の結晶片岩類が分布し,山腹の大部分は6ぴ

以上傾斜している

ヘネラル･カレラ湖北牡)サンチェス都落(川の右側)と滑

走路(左側)�
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が凍って氷となりその塊まりは目に見えぬ速さで

低い方へ流れてゆく･そしてその流れは岩山を深く

扱って谷を造りやがて湖を造ることになる.眼前

に拡がる巨大なこの湖が出来るまで一体どれほどの

時が流れ去ったのだろうか.その水は北岸付近では

東の方へ南岸付近では西の方へ常に流れているとい

う

自然の営みは測り知れぬ程巨大でありながらその

動態をあからさまには見せようとしない｡巨大な湖

その水面に黒々と影を落す断崖と背後に迫る秀峰の厳し

い連なりを見つめ途方もなく長い歴史を経てきたそれ

らの移り変りに想を馳せる時余りにも小細工を弄しが

ちな人間の生きざまが嘆かわしくさえ思えてくる.人

は自然の美しさを賞でその偉大さに感動する時已

を忘れて陶酔し洗い浄められた心の済々しさを知る｡

そして一刻も止まることなく轟き続ける虚飾に満ちた

世界を脱れて再び自然への陶酔を期待しながら逢か

な道程を辿ってゆく･しかしそれがほんの一瞬を生

きる小さな存在でしかない人間とその逆らいを拒否し

ながら永遠に生きる自然との測り知ることさえできな

い欠きた距たりに根ざしていることを弁えている人は少

なかろう

どちらかといえば鉛･亜鉛に乏しいチリでは北部の

アンデス地向斜とヘネラル･カレラ湖周辺地域を含む

南部のアンデス東部地向斜の両地域に多数の鉛･亜鉛

鉱床が分布してはいるが稼行中の鉱山はこの湖畔の

Si1va鉱山だけである･この鉱山の鉱床をはじめヘ

ネラル･カレラ湖周辺に分布する鉛･亜鉛鉱床の圧倒的

多数は結晶片岩を主とする変成岩類中に挾在する石灰岩

を母岩とし安山岩質岩類を母岩とする北部のアンデス

地向斜帯の鉱床とはかなり異なった性状をもつ.かっ

てこれらの変成岩類の時代は先カンブリ時代後期～古

生代初期と見傲されていたが年代測定などの成果によ

って現在はデボン紀～石炭紀と考えられている｡

そしてこれらの上位には様々の岩層が分布してはいる

がペルム紀からジュラ紀中期白亜紀後期の半ば頃か

ら始新世そして鮮新世などの地層を欠き堆積の場の

長年にわたる激しい変動を物語っている･一方火成

活動は安山岩に始まり花南岩類の活動を経て中新

世頃の安山岩の活動で終結している｡そして一部が

フエルト･ムノレト以西に分布するパタゴニア花南岩の活

動の時期はジュラ紀に始まり東へ向って白亜紀→

第三紀初期と若くなっているということだがチリ西部

に延々と続くこの花開岩の時代区分と岩質とを図示した

ら一体どのような図面が出来上がるのだろうか

夏の盛りとはいえ明方はかたり冷え込む.木造平

家建の宿舎を足音を忍ばせて湖畔へ出てみた｡風は全

く次かず不気味なまでに静まり返った水面を見つめて

いると突然巨大た生物が姿を現わしそうに思える､

ヘネラル･カレラ湖東部の風景遠景の山はアルゼンティン領,

左側は湖岸段丘でこの湖の周辺地帯には8段の段丘がみられる.

サンチェス(左側の部落)後方からヘネラ

ル･カレラ湖西方を見る.

比較的に単調な東部とは異なり.この付近の

ヘネラル･カレラ湖は複雑た彩をしている.�
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晴れ渡る大空に氷河を裁く峻険が美くしく輝いて

いる.南岸に迫る岩山のか次り高い部分に水平の線

が見えるのは雪線であろう｡後で判ったことだがそ

の高さは海抜1,200m湖面からの高さは700m前後と推

定される.しかし寒冷気候区に属し数えきれない

程多くの氷河があるというのに何故雪線がこのよう

に高いのだろうか･その秘密はヘネラル･カレラ湖

に堪えられた水が湖畔付近の気温の低下を妨げている

ことにありそうである.厳しい冬の最中でさえも雪に

サンチェス後方から見る南岸付近の植生(黒っぽい部

分)と水平の雪線(植生の上限)

埋もれることのないこの湖畔は南部チリで最も気候に

恵まれた所がもしれたい.朝早い故かごの湖を28時

間で周航する巡航船の姿もサンチェスとイバネスとの

間を6時間で結ぶ巡航船の姿も見えない.

チャｰタｰした小型の舟は9時30分にサンチェスの

岸壁を離れた.日暮れが10時近いので朝の出発も一

般に遅くなる･出発後間もなく小さな船体は前後左

右に揺れ始めた｡おだやかな湖面も人カミ働き始める

頃から活動するらしい.秒速10㎜の西風カミ常に吹き

瞬間最大風速40㎜に達するというこの地域では身体が

つんのめるほど舟を揺らす波が立つのはごく当り前のこ

とだろうがふだん舟に縁のない生活をしている者にと

っては決して気持の良いものではない･湖岸にそそ

り立つ花開岩の巨大な壁の足元をかなり速く水が流

れてゆく･冷たい風に身をすくませ荏がらの舟旅は

1時間半で終り北岸のクリスタノレに到着した･ここ

は湖畔地帯で唯一の稼行鉱山であるSi1va鉱山の入口

である

最初のインクラインから2段目のインクラインに乗り

換えた.巨大な木材が積重ねられているのは転落防止

のためだろうが実際にどの程度役に立つのだろうか｡

傾斜およそ32度の山腹を1本のロｰプに良かれて鉱車�
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は現場へ登ってゆく.乗り換えてから高さ400m湖

面から750㎜の高さにあるSi1va鉱山に到着した､吹

き抜ける風は強くそして冷たい

1947年に採掘を開始したこの鉱山ではスケアセット

法で採掘が行なわれている.当初は鉛を目的に採掘し

亜鉛鉱を充板材としていたそうだカミ現在は主として

かつて充填された亜鉛鉱を中心に一目的90tの鉱石が

掘出されている.従業員は120名クリスタルの総人

口は600名ということだからこの鉱山村の人口の20%

が鉱山で働いていることになる

鉱床は先に述べた石灰岩中に層状に胚胎し幅100

mで走向延長300mが確認されているが北東方へ更に

連続する可能性があると見傲されている.粗粒の閃亜

鉛鉱と方鉛鉱を主とする鉱石は15%Znと5%Pbの

品位をもち閃亜鉛中には13～ユ59/t方鉛鉱中には

309/tの銀が含有されている一鉱床層準の石灰岩が

著しく擾乱され角礫化しているのが注意を引く鉱床であ

る.

吹き荒ぶ強風に立つ若者は対岸に迫る断崖の赤焼け

を指したカミらrあの露頭の調査は大変でした.傾斜

40度前後の山腹には道らしい道はたく湖から吹き上げ

る強風に煽られて身体の自由がきかず4人のうち2人

は身カミ城んで迫りつけませんでした｣と何気なく語っ

た.恐らく一歩誤れば又試料採坂中に手か足が

ヒりでもしたら600肌余の湖面へ一瞬の中に転落した

であろう.そうした苦しみの中に追いこんだ責任はす

べて初めてこの地を訪ずれた自分にある.淡々と語

る若者の辛さ苦しみに耐え抜いた姿を見つめ責任の重

さをひしひしとかみしめているうちにとめどもなく涙

が溢れてきた.冷たい春を迎え夏となって氷河の動

きは活発と狂る.そして砕け散る氷の塊や岩石は

時にはオｰバｰハングする岩壁をよじ登る地質家の頭上

に容赦なく落ちてくる.純な心でねぱり強く接しな

い限り自然は真実を語ってはくれない.余りにも除

しくそして厳しいこの山岳地帯にこの若者達が足を踏

み入れたのは冬の終りであった.雪や氷を踏みしめ

身を切るように冷たい水の流れを渡りなカミらこの若者

達は休む間もなくもう4ヵ月も調査に従事している.

しかし海外の鉱物資源に依存しなければ生きてゆけな

い現在の日本に疲れ果てた身と心を慰やす何物も狂い

辺境の地での筆舌には尽し難いこのような苦労なしでは

長期にわたるその安定確保が極めて困難であることを認

識している人カミどれほど居るだろうか.苦しみに耐え

抜いた人々カミ成し得た仕事とその成果はたとえそれが

今すぐに社会に貢献しないものであるとしても永久に

Silva鉱山(S)

付近の地形頂

上付近は安山岩.

鉱床付近は古生

代の石灰岩.下

方の白っぽい岩

塊は花鵠岩

光り輝くことを信じたい.

Si1va鉱床に隣接して未開発のROsi110鉱床がある.

この鉱床も層状の鉛･亜鉛鉱床だが石灰岩と下盤の緑

色片岩との境界部に胚胎しておりSi1va鉱床よりも約

200m下位の層準に位置する.鉱床の厚さは人よそ

7m以下でその大部分は石灰岩を母岩としてはいるが

緑色片岩中にも鉱化作用がみられかつ緩傾斜の部分

で月目大する傾向がある.恐らくこの鉱床はSi1va

鉱床の劣化に備えて当分の間は未採掘のまま温存され

るのであろう

風は相変らず強い･湖を見下ろし乍ら下りてゆく冷

え切った鉱車にすがりつく手は今にも凍えそうだ･

1本のロｰプに操つられ乍らかなりの速度で下りてゆく

鉱車に身をゆだねている時は恐らく顔の筋肉が引き

つっていたのであろう､終点に辿り着いた時には一

瞬頬肉がたるむように感じた

午後6時30分にクリスタルの岸壁を離れた舟は8時

にサンチェスに帰着した.遅い夕食を終えた憩の一時

ドイツ系移民の老夫婦が訪ねて来た.rオペラのマダ

ム･バタフライが大好きだ｣という夫人だがこの辺境

の地に居ては華やかなその舞台を見ることは所詮かな

わない.この老夫婦は故国を離れてからのことを

ぽっりぽっりと話しはじめた｡元々は測量技術者であ

ったこの老入はブラジルの首都であるブラジリアの建

設当時道路建設のための測量に従事したらしい.

r未開の原野で測量中目ざわりな大き底盛土らしい

ものを取除こうと近づいて見ると巨大な蛇がとぐろを巻�
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いた姿だった匁ど危険なことに直面したことも度々あ

ったが仕事を完うした時大統領から多額の褒賞金を

受けた時ほど嬉しかったことはなかった.仕事を終え

てチリヘ移住しその褒賞金で牧場を買い老後の心配

もなく最高に幸せな日々を送っていたのだがアジェン

デ政権の誕生によってその牧場は一切の保障校しに無

条件で取上げられ止むを得ずこの地へ転居したのです.

何も無い所ですが2人井元気でやってます｣と語る

老人の顔には雛が深々ときざみこまれていた.

快晴の朝かなり古びた車は北へ向って出発した.

石ころだらけの坂道を目的のPerad0鉱山まで1時間も

走ったというのに宿舎からの距離は僅か20kmでしか

なかった･大した道のりではないカミこの道は東西

におよそ90km間のヘネラノレ･カレラ湖沿岸地帯にある

道路の総延長75kmの約37%を占める最も長い遺であ

る･レンガと呼ばれる巨木の林の中に木造の平家が

ぽつんと建っている･鉱山労働者の宿舎らしいが深

い緑の中の静かなそのたたずまいは絵に見るような美

しさをかもし出している.林を通り抜けると視界が

突然開けそこには典型的なU字状の巨大な氷河谷が

あった､磨きぬかれたようなその壁にも底にも今は

巨木が生い茂り後方に襲える雪山をより美しく見せて

いる.この氷河谷の東壁近くに坑口をもつPerad0鉱

山では8人の男が坑内で働いていた｡この鉛･亜

鉛鉱床はROsi110鉱床と殆んど同じ層準に位置しており

高品位部では母岩の石灰岩は角礫化されている.良好

な品位と厚さをもつ部分の石灰岩が角礫化されていると

いう特徴はSi1va鉱床やPerado鉱床だけではなく

他の鉱床でも認められるということだがもしかすると

これは母岩の角礫化に関連して富鉱部が二次的に形成さ

れたことを示しているのかもしれない｡鉱山従業員の

ヘネラルｰ･カレラ湖南岸の“赤焼け"(o)

この斜面の傾斜は4ぴ以上あり.ここへ行く道はたい

話ではこの地区には5層準に鉱床カミあるということだ

カミこれが事実とチればヘネラル･カレラ湖周辺の石

灰岩を母岩とする層状の鉛･亜鉛鉱床はこれらの層準

のどれかに位置しているのであろう

午後4時Perad0鉱山を離れShivasの選鉱場を見

て6時に宿舎へ帰った,出発してからおよそ10時間

を過ぎたこの時点では一目の仕事を終りにしても恥じ

ることもないか1時間ばかり休富､して再び出かける

ことにした.路面の荒れた道を30分ばかり走った所を

流れる小川の岸に鉛･亜鉛の鉱化作用がみられる真白

の石灰岩が露出していた･その露頭を見た瞬間この

露頭はSi1Ya鉱床と同じ層準に位置するのではないか

そうだとすればSi1va鉱床からここまでおよそ10k㎜

の間にその層準は600m前後下っていることになると

思った.しかしその推測はものの見事にはずれた.

露頭の観察を終えて1富･ついた後に見上げた断崖には

紛れもたく結晶片岩が露出し露頭からほど近い所には

この石灰岩の下位の結晶片岩が露出していたのである.

いかに断片的な観察による推測とはいえそれが完全に

否定されるとやはり心中おだやかではない.だカミ

結晶片岩中に挾まれる石灰岩にも鉱化作用がありしか

も石灰岩の向斜状の構造をなす部分に見出されること

を知って気持は和んだ

宿舎への道から少し入った所に林檎と桜の木がある

と聞いて立寄ってみた.人里を遠く離れた場所ではあ

り住んでいる人は居ないだろうと思い乍ら訪ずれた山蔭

には美事な林檎とさくらんぼがたわわに実り1軒の

氏家が南斜面にぽつんと建っていた･不意に訪ずれた

男達の姿を見て額にしわをよせた若妻は間もなく危

険視すべき程のこともないと思ったのかまたは早々

に立去ってもらいたかったのか笑顔でさくらんぼをた

らふく御馳走してくれた.再び訪れることもたさそう

な奥地を歩いて学んだ多くのこともそして全く予想

もしなかったさくらんぼの味も恐らく得難い想い出

として生涯忘れることは衣かろう･宿舎者午後9時

湖面は薄墨色に染ゆ始めていた

ヘネラノレ･カレラ湖に別れを告げる目が遂にきた.

いつもより早く目覚めて朝食のテｰブルに着いた.

毎夜顔を見せてくれた老夫婦は心なしかさみしそうで

ある.軽飛行機の音に促されて宿舎を立去る時の老夫

人の｢アウブ･ヴィｰダｰゼソアレス･グｰテ｣の一

言が望郷の念を表わす精一杯の言葉のように思えて

胸に刺さった･見知らぬ人と懇意になれた喜びが大き

ければ大きいほどその人との別れは一層辛くなる.�
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r別れは待つ楽しみを与えてくれる｣と聞くがこの言

葉も今は空しい

飛行機は見送る人に翼を振りながら東へ飛び去り

10分ばかり後には南岸のFacina1に着陸した.そし

て2時半に迎えに来ることを約して間も狂くコヒヤイ

ケヘ帰って行った

石ころだらけの荒涼とした滑走路の片隅で作業服に着

換え荷物を近くの民家に預けて最後の目的地へ向う

ことになった｡自動車はなく馬が頼りの調査行であ

る.冷たくそして強烈な風は容赦なく吹き荒れ骨の

髄まで凍るような寒さにがちがちと窟がなり続いた.

おとなしそうに思えた馬は年老いていたのか小さな水

溜りを見つけてはその都度立止って水を飲みゆっくり

歩くかと思えば突然狂った様に走り出し背に跨る

人のことなど念頭にないらしい･1時間半ばかりの後

目的地に着いた･湖から遠く離れたこの僻地で一体何

で生計を立てているのかそこには小さな6軒の家が

一固まりに建っていた.その裏山に見える高さ50mば

かりの崖に露出する凝灰岩の中に方鉛鉱･閃亜鉛鉱･

黄銅鉱･黄鉄鉱たどを鉱染状に含む厚さ15mばかりの露

頭がある.小さた坑口をもつ探鉱坑道はかなり古い

ものらしいが奥行は短い.露頭カミ母岩の構造と調和

的に水平に連続していることから察すると層状鉱床の

ように思えるが果してどうだろうか

露頭近くの小さな丘の頂から見る北岸の風景はたと

えようもなく美しかった･雪と氷河に閉ざされたモン

トゥｰラトルニｰジョアンティクｰラの山々の鋭い

姿態は神々しいほどに美しい･たとえようも狂いそ

の美しさは時の流れのままに身を任せてこそ傭ったも

のであろう.人は自然の美しさを求めて旅し秘境を

求めて冒険の旅に出る･だカミ安易な心と身仕度で訪

Perad0鉱山近くの氷河谷

この付近の雪線以下には.灌木とレンガと呼ばれる巨

木が密生している

れようとする旅人を自然は容易に受け容れてはくれま

レ､

帰り道には強風が相変らず吹き荒れていた.馬は

狂ったように突然走り出した往路とは違って老いの身

をひしひしと感じているようにうつむいたまま黙々と

歩き続けた.約束通りに来た飛行機は白い牙をむく

水面に機首を向けアルゼンティンとの国境を目指して

飛び発ちヘネラル･カレラ湖は間もなく視界から消え

た.バルマセダ発サンチャゴ行の機内は満席であった.

あでやかな服装の女性達の高い笑い声を耳にしながら

ヘネラノレ･カレラ湖畔にひっそりと生きる老夫婦の姿を

想い浮べていた･一目も早く帰国した万カ浪いとは思

うカミ帰国後の生活が現在よりも幸福か否かは判らない.

午後9時ヘネラル･カレラ湖の水面は明るい陽射しを

受けて輝やいているはずだが様々の想い出を得た南部

への旅の終りのサンチャゴはもう深い闇の中である

無一饗

鱗

Paurina鉱床付近からヘネラル･カレラ湖(右中央)北岸を見る

モソトウｰラ山(M)｡トルニｰジョ山(T).アソテイクｰラ山(A)に続く急峻な山の頂上近くにSilva鉱山(S)

がある�


